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amyloid P (SAP) promoterを用い肝臓特異的にOSTNが過剰産生されることで
その循環血中濃度が上昇する SAP-OSTN トランスジェニック (Tg)マウス
(SAP-Ostn-Tg)を作製した。transgeneのコピー数が異なる 5ラインが確立された
が、いずれのラインでも SAP-Ostn-Tgの体長は野生型マウスに比して有意に大き




次に、SAP-Ostn transgene を持つ CNP ノックアウト(KO)マウス及び NPR-C 
KO マウスを作製したところ、それらのマウスの体長及び骨長は、SAP-Ostn 
transgenを持たない各 KOマウスと同等であり、OSTNの骨伸長促進作用の発現
には CNP及び NPR-Cが不可欠であることが示された。 
更に、同じく SAP promoterを用いることで血中 CNP濃度が上昇し、全身の骨




に比し有意に肥厚し、OSTN は CNP の骨伸長作用を増強することが示された。
加えて、SAP-Ostn-Tg の血中 CNP 濃度は野生型マウスに比し有意に上昇し、更
に SAP-Nppc/Ostn-Tgの血中 CNP濃度は SAP-Nppc-Tg及び SAP-Ostn-Tgに比
し有意に上昇した。 





















  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 1月 15日実施の論文内容とそれに関連した
試問を受け、合格と認められたものである。 
要旨公開可能日：      年   月   日 以降 
